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授業科目名

担当教員名

対象クラス
単位数
必修／選択 必修
開講時期 通年
授業区分
授業形態 講義

実施場所 Ｓ４ＨＲ

力学（力、トルク、動力、慣性モーメント）、三角関数、微分、積分

学習・教育目標

Weight 目標
A 工学倫理の自覚と多面的考察力の養成
B 社会要請に応えられる工学基礎学力の養成
C 工学専門知識の創造的活用能力の養成
D 国際的な受信・発信能力の養成
E

学習・教育目標の達成度検査

授業目標
流体静力学では、圧力の性質を理解し、静水圧を計算できること。 

 粘性流体の力学では層流、乱流、潤滑理論を理解できること。 

管路では、管路の損失の計算方法を理解できること。

回 メインテーマ サブテーマ

流体の性質 ２．密度、体積弾性係数、粘性
流体の性質 ３．粘性、演習問題
流体静力学 １．圧力
流体静力学 ２．重力の場で静止している流体
流体静力学 ３．圧力計
流体静力学 ４．固体壁に働く流体の力
前期中間試験 ×
流体静力学 ５．浮力、強制回転運動、演習問題

syl.-062032

流体力学　Fluid Dynamics

大島　茂  OSHIMA Shigeru

制御情報工学科4年生
2履修単位

授業の概要(本教科の工学的、社会的あるいは産業的意味)
流体力学は、水、空気、その他の液体、気体を対象とする学問であり、家庭から産業界まで広くみられる多
種多様な機械、システムに適用される。ここでは、その基礎的知識、理論の習得とともに流体そのものへの
理解を深めることとし、応用技術の紹介、演習などもあわせ確実な内容の習得を得る。

準備学習(この授業を受講するときに前提となる知識)

産業現場における実務への対応能力と、自覚的に自己研鑽を継続できる能
力の養成

C:工学的な解析・分析力、及びそれらを創造的に統合する能力

1. 該当する学習・教育目標についての達成度検査を、年度末の目標達成度試験を持って行
う。

2. プログラム教科目の修得と、目標達成度試験の合格を持って当該する学習・教育目標の
達成とする。
3.目標達成度試験の実施要領は別に定める。

 流体運動の基礎理論では、ベルヌーイの定理、連続の式を理解し、計算できること。また、運動量の法則
を理解できること。

授業計画（プログラム授業は原則としてプログラム教員が自由に参観でますが、参観欄に×印がある回は参
観できません。)

参
観

第1回 ガイダンス      
                
                
                
                
                
                
 流体の性質

授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準、等の説明          
                                                                
          １．流体の性質、単位系第2回

第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回

B2
開講時期のコードは 前期のみ０、後期のみ１． 通年は2

B5
実験の場合には、統括責任者名を記載する。 学科主任、学年担任 等

D20
主要教科目のみ、weightの欄に◎印をつける。◎印は幾つでも良いが、多ければその分、インパクトが少なくなる。

D21
目標Aのコメント参照

D22
目標Aのコメント参照

D23
目標Aのコメント参照

D24
目標Aのコメント参照

B25
主要教科目のみ、選んだ学習・教育目標について記入する。(専攻科の学則第46条の4から選ぶ。）

B39
実験の場合には、第1班のスケジュールを記入する。

D39
主要教科目でない場合には書かなくてもかまわない。  実験の場合は、 １テーマ別指導担当教員名 2.実験指導書のページ/番号等、3.詳細な実験場所(例：機械工学科棟3F計算力学研究室) 4.技術職員のサポートがある場合には、技術職員氏名 を記入する。

L39
教員の参観は、原則自由。 遠慮して欲しい時期には×



流体運動の基礎理論 １．流線、連続の式
流体運動の基礎理論 ２．ベルヌーイの定理
流体運動の基礎理論 ３．ベルヌーイの定理の応用１
流体運動の基礎理論 ４．ベルヌーイの定理の応用２、演習問題
流体運動の基礎理論 ５．キャビテーション
前期期末試験 ×
流体運動の基礎理論６．運動量の法則１

流体運動の基礎理論７．運動量の法則２
流体運動の基礎理論８．運動量の法則の応用、演習問題
流体運動の基礎理論９．渦運動
粘性流体の流れ １．平行二面間の層流                   
粘性流体の流れ ２．円管内の層流、レイノルズ数
粘性流体の流れ ３．乱流の速度分布
後期中間試験 ×
粘性流体の流れ ４．境界層
粘性流体の流れ ５．潤滑理論１
粘性流体の流れ ６．潤滑理論２、演習問題
管路 １．円管における圧力損失
管路 ２．円形以外の管摩擦、管路の損失
相似側 １．相似側
学年末試験 ×

課題  （出題頻度は少ないが、出した場合は以下のようにする。）

提出期限：出題した次の週
提出場所：授業開始直後の教室、

評価方法と基準
評価方法：

評価基準：

教科書等 水力学・流体力学、市川常雄　著、（朝倉書店）、￥３，２００

先修科目

授業に対する学生の興味と理解を高めるよう、身近な例を引用した課題を多く演習させる。

備考

第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回

第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

出典：教科書章末問題/ハンドアウトとして授業終了時に配布

オフィスアワー：月、火、木、金曜日の16:30～17:15。これ以外でも教員室に在室時は質問に応じることは
できる。

学習目標に掲げた能力が身についたかどうかを、各期の中間試験と期末試験で筆頭試験を行い約７０％の重
みで成績に反映する。それに併せて、理解を深めるために行う授業中の小課題演習および宿題で課す課題の
提出レポートを約３０％の重みで成績に反映する。

前期試験３０％,　後期試験４０%、課題レポート３０%

関連サイトの
URL

http://www.jsme.or.jp/fed/

授業アンケー
トへの対応

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査
に使用することがあります。

2.授業参観されるプログラム教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教
員へ連絡してください。

http://www.jsme.or.jp/fed/
B81
なくても結構です。

B82
学生による授業アンケート結果を参考に、授業の改善方法を記述する。
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